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要因分析

【必須】

　特別支援学校設置基準を満たすには、在籍する児童生徒数に応じた校舎面積が必要である。特別支援学校の児童

生徒が年々増加している現状においては、新しい校舎を建てるなど施設面の増設等が必要であるが、短期間で解消

できるものではなく、中長期的な対策が必要である。

改善の方向性

【必須】

　現在進行している松山城北特別支援学校（仮称）の整備を進めるとともに、設置基準を満たしていない他の特別

支援学校について具体的な対策の検討を進めていく。
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特別支援学校設置基準等を満たしていない学校数

KGI種別 下がると良い指標 R  5  年  度

令和５年度　　事後評価シート
施策 12  特別支援教育の充実

K　G　I
①特別支援学校卒業予定者の進学及び就職希望者の希望達成度

　【基準値】98.7％（令和４年）【目標値】100％
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